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 医用画像システム部会 
 

少子高齢化・人口減少が深刻化する日本では、医療費の削減が喫緊の課題となっており、医療給付費を抑制

しつつ健康寿命を延伸する手段として、デジタル技術の活用により疾病・介護を予防するデジタルヘルスの進

展が期待されている。また、ICT を活用した健康管理・診療サービスの提供や、健康・医療・介護領域のビッグ

データを集約したプラットフォーム構築による医療情報の利活用を促進すべく、データヘルス集中改革を継承

する「医療 DX の推進に関する工程表（医療 DX 推進本部、2023 年 6 月）」が示されている。 

経済財政運営と改革の基本方針 2024（6 月 21 日閣議決定）、所謂「骨太の方針 2024」、「３．投資の拡大及

び革新技術の社会実装による社会課題への対応」「（１）ＤＸ」「（医療・介護・こどもＤＸ）」においても、医療デー

タを活用し、医療のイノベーションを促進するため、「医療ＤＸの推進に関する工程表」に基づき、「全国医療情

報プラットフォーム」の構築を強力に進めること、中長期的に持続可能な経済社会の実現において、医療・介護

ＤＸの強力な推進の必要性が述べられている。 

一方、2024 年 4 月、JIRA は、社会環境や世界情勢の変化、人工知能等の技術の進展状況を鑑み、次のター

ゲットを 2030 年とした「JIRA 画像医療システム産業ビジョン（以下、JIRA ビジョン）2030」を策定した。この、JIRA

ビジョン 2030 においても、「イノベーションの創出とその早期社会実装・有効活用の推進」、「システムの社会実

装に向けた環境の整備」や「事業継続の阻害要因に対応した商品の提供」が掲げられている。 

こうした状況を踏まえ、2025 年度は、従来の中期計画である「医療イノベーションの実現と画像医療システム

産業拡大への貢献」を踏襲し、重要課題として、「画像診断装置等における更なるイノベーションの促進」に取り

組む。 

具体的には、「医療情報の利活用・診断装置の最適化・情報の安全性確保」の 3 つの課題への取り組みによ

る「医療の質・安全性の向上」、「画像診断レポートの標準化やデータ収集・利活用のための相互運用性と安全

性の確保」と「医療機器を含むサイバーセキュリティ対策に必要な仕組みの整備、運用の支援」により、世界をリ

ードする医療イノベーションの創出、医療系ベンチャー企業等の支援に関する情報発信・提言を推進する。重

要課題とのバランスを取りながら、モニタ精度管理、DICOM 等、より高い専門性の要求される活動の継続、JIRA

ビジョン 2030 を見据えた、企画・広報活動に取り組む。 

1. 本委員会 
「医療の質・安全性の向上と医療機器産業拡大への貢献」を目指し、引き続き JIRA 内外の組織との連携体

制、新たな医療産業分野との連動を強化しながら、「医療情報の利活用」、「診断装置の最適化」、「情報の安全

性確保」の 3 つの課題、及び 2025 年度の重要課題への取り組みを推進する。 

 本委員会を月度で開催し、各委員会・WG での進捗確認と課題解決に向けた検討を支援する。 
 JIRA 内外の組織と連携し、行政機関との関係強化と画像医療関連業界としての提言を進める。 
 企画・広報委員会と連携し、部会活動の企画、成果の周知及び啓発活動を推進する。 
 JIRA 内外組織との、医療イノベーションの実現と画像医療システム産業拡大のための新規課題の設

定・取り組みを推進する。 
 メンバー減少を見据えた、計画的な要員の確保と活動の円滑化、人材育成に向けた取り組みを支援す

る。 

2. セキュリティ委員会 
「画像診断装置等における更なるイノベーションの促進」を目標に、医療ネットワーク上の脅威に耐えうる画像

医療システムの情報セキュリティ・サイバーセキュリティの確保に関する、国内外の関連政策/規格/技術動向の

情報収集、情報交換と討議、ならびに IT 産業・医療系ベンチャー企業等に必要な規格の理解推進を行い、

JIRA 内外組織との連携による標準化（ISO・IEC・JIS・JESRA 等）、セキュリティ対策に関する提言やガイドライン

の策定、厚労省標準規格制定への積極的な関与を行う。今年度の事業計画を以下に示す。 
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(1) ISO TC215 WG4(Security, Safety and Privacy）において、重要な規格へのエキスパート登
録、ドラフトの内容検討、JIRAとしての意見集約や NP/SR投票対応等、規格検討へ積極的に取
り組む。サイバーセキュリティ関連の各国法規、ガイドラインやガイダンス類、JWG7、DICOM 
WG-14等、グローバルな情報の収集・共有を行い、その内容に関して会員各社への周知活動を行
う。 

 WG-4 へのエキスパート参加と人材育成を推進 
 DICOM 委員会や JIRA 内外の組織との連携強化 

(2) 安全管理ガイドラインの改定に合わせ、「製造業者/サービス事業者による医療情報セキュリティ
開示書」ガイド(MDS/SDS)のタイムリーな見直し、JIRA会員・非会員を対象としたセミナー開
催や JIRAホームページを活用した普及推進活動等に重点をおいた活動を行う。 

 関連団体との合同ワーキング活動（RSS-WG、MDS-WG）を推進 
 必要に応じて、MDS/SDS Ver.5.0（JESRA TR-0039*E－2024）を改定 
 MDS/SDS 書き方セミナー開催、他セミナー/学会等での MDS/SDS 解説、MDS/SDS ちらしの作成・

配布 
(3) 医機連サイバーセキュリティ対応WG、JIRAサイバーセキュリティ対応 TF他、JIRA内外の組織

との連携を強化しながら、セミナー等を通じて、運用面からの意見・要望の収集、JIRA会員等に
対するセキュリティ対策の提言及び啓発活動、JIRA標準類（JESRA、ツール）、関連する
DICOM規格の普及を推進する。 

3. DICOM 委員会 

「医学・医療機器の進歩に合せた DICOM 規格の展開」を活動方針とし、引き続き、JIRA 会員を代表して、

DICOM 関連の国際会議に積極的に参加し、関連団体とともに DICOM 規格の普及と臨床現場で必要となる

画像情報関連規格の検討を行う。また、専門家やユーザを交えた検討、DICOM セミナー等の啓発的な活動を

行う。 

今年度の事業計画を下記に示す。 

(1) DICOM規格の改定・修正投票の内容を検討し、JIRA会員等の要望を踏まえて投票する。  
(2) MITAの主催する DICOM会議に積極的に関与し、工業会としての立場を確立する。 
(3) 海外市場での競争力の確保に向け DICOM規格の改定・修正を提案する。 
(4) DICOM 規格や会議録の翻訳と解説資料の作成を通じて JIRA会員等への情報提供を行う。 
(5) 国際会議参加、サブワーキング活動、規格審議、セミナー開催を積極的に推進する。 
(6) DICOM-UIDの発行により、IT産業・医療系ベンチャー企業等の参入を支援する。 

4. 画像診断レポート委員会 
医療情報の正確で迅速な共有、画像診断レポートの活用・2 次利用を想定した「画像診断レポートの標準

化、各ツールの開発」を推進する。部会他委員会との連携、厚労省のデータヘルス改革の動向を注視し、標準

規格（HL7 FHIR）への対応、異なるシステム間でデータを交換する手順の標準化、その普及促進のためのツ

ール提供と広報活動、ならびに利用範囲の拡大を検討する。 

今年度の事業計画を下記に示す。 

(1) 異なるベンダ間でのレポートデータの互換性及びシステム接続を確保するための方式についての
検討を継続。必要に応じて、これまでに作成した、画像診断レポート交換手順ガイドライン、デ
ータ交換フォーマット、CDA入出力サンプルプログラム等を改定する。 

(2) ガイドライン類の更なる普及に向け、利用範囲の拡大を検討する。患者へのデータ提供、患者紹
介、地域連携、遠隔読影等への応用を検討する。本ガイドラインに関連する国際標準や他団体の
動きについての調査を行う。 

(3) 放射線科以外のレポートに関する標準化動向、他団体の動き、海外標準化動向を調査する。 
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5. モニタ診断システム委員会 
「診断装置の最適化」に関する情報発信・提言を目指し、モニタ画像診断に携わる医療従事者及びその関連

団体、JIRA 会員等に向けて、「医用画像表示用モニタの品質管理に関するガイドライン(JESRA X-0093*C、

TR-0049)」の認知と実践への啓発活動を行う。画像診断装置の最適化に関する情報発信・提言により、医用画

像表示と管理の大切さへの理解推進を図る。JART 会員を対象に、モニタ（=ディスプレイ）表示管理の必要性

や具体的手法を学ぶ精度管理セミナーを開催する。今年度の事業計画を下記に示す。 
(1) モニタ画像診断に携わる医療従事者及びその関連団体、JIRA会員等に向けて、QAガイドライン

JESRA X-0093*Cと TR-0049の認知と実践への啓発活動を行う。 
(2) モニタ（=ディスプレイ）表示管理の必要性や具体的手法を学ぶ精度管理セミナーを開催する。 
(3) モニタ画像診断における更なる品質向上を目指し、診療報酬改定（施設要件化）対応を継続す

る。 

6. 企画・広報委員会 
「部会活動計画の企画、成果の周知及び啓発」を活動方針とする。医用画像システム部会の企画・広報担当

として、ホームページ運営、成果報告会の主催を主な活動とし、展示企画等にも協力する。また、JIRA 会報や

JSRT 等の学会誌や民間医療情報誌等を通じて、医用画像システム部会の活動を広く紹介する。 

今年度の事業計画を以下に示す。 

(1) 医用画像システム部会の企画・広報活動としてホームページ運用、合同報告会、成果報告会を担
当する。 

(2) ITEM2025において、医用画像システム部会関連の企画に協力する。 
 医用画像システム部会の活動紹介動画の作成 
 医用画像システム部会本委員会、各委員会関連の広告・パンフレット（電子版）の掲載 
 IHE 等、関係諸団体の活動に関するパンフレット（電子版）の配布 

(3) 「DATA BOOK 2026 図表で見る画像医療システム産業」継続発行における加筆修正を担当す
る。 
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